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呼吸器感染症 にお ける7432-Sの 臨床成績

工藤宏一郎 ・可部順三郎

国立病院医療センター呼吸器科準

急性肺炎6例,感 染を伴 った気管支拡張症2例 、慢性気管支炎2例,計10例 の呼吸器感染症に

7432-Sを 投与 し,臨 床的検討および副作用 について検 討 した。

1回 量100～200mg,1日2～3回,4～21日 間投与 し,有 効5例,や や有効1例,無 効4例,

有効率50.0%の 臨床効果が得 られ た。

本剤投与によ ると思われ る副作用および臨床検査値異常 は認 め られなか った。
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塩野義製薬研究所で合成 スク リーニ ングされた新 しい

経 口用セ フェム系 抗生物質7432-S(Fig.1)を 呼吸

器感染症10例 に投与 し,有 効性 と安全性 について検討

したので,そ の結果を報告す る。

Fig.1. Chemical structure of 7432-S.

I. 対象患者及び検討方法

対象患者は昭和61年11月 よ り62年2月 まで国立病

院医療セ ンター呼吸器外来を受診 し,外 来治療を行 った

10例 であ る。内訳 は急性肺 炎6例,感 染 を伴 った気 管

支拡張症2例,慢 性気管支炎2例 で あり,年 令,性 別,

基礎疾患等はTable 1に 示す如 くである。

7432-Sは1回100～200mgを1日2～3回 宛投与

した。投与 期間 は4～21日 間で あ った。通常1回200

mg1日2回 の7～14日 間投与例が多か った。

治療効果 の判定は本剤投与後,症 状の速やかな改善 を

みたものを著効,明 かな症状の改善をみた ものを有効,

多少の改善をみた ものあるいは症状の改善後再 び悪化傾

向のみ られた ものをやや有効,症 状の改善が認 め られ な

いものを無効 とした。

7432-Sの 投与前後の喀痰の細菌学的検討を行 い,細

菌学的効果を判定 した。

安全性 の検討を 目的 と して,7432-S投 与 前後 の 自

他覚症状 の観察 と末梢血液像,肝 機能検査,腎 機能検査,

尿検査等を実施 した。

II. 治 療 成 績

7432-S投 与によ る臨床効 果は,急 性肺炎6例 中3例

が有効,や や有効1例,無 効2例 であ った。感染 を伴 っ

た気管支拡張症2例 は1例 が有効,1例 が無効で,慢 性

気管支炎2例 は1例 が有効,1例 が無効 であった。全体

で は10例 中5例 が 有 効 で 有 効 率50.0%で あ った

(Table 2)。

7432-S投 与前の細 菌検査 で菌が検出 された(升 以上)

症例 はHaemephilus influenzae 1株 のみであ ったが,

除菌 された(Table 1)。

以下各症例についての概要を示す。

第1例 ～第6例 は肺 炎症例であ る。

症例167歳,男,基 礎疾患,中 葉症候群(疑)

発熱 と黄 色痰 および胸部X線 で肺炎陰影が認 め られ

た。7432-S 400mgを7日 間投与 し,解 熱,喀 痰,咳

の消失,血 沈 の改善,胸 部X線 の改善が認 め られ,有

効 と判定 した。

症例2 78歳,女,基 礎疾患,気 管支拡張症

38℃ 以上の発熱,黄 色痰,強 い咳 および肺 炎陰 影を

認め た。7432-S300mg7日 間投与 で,解 熱 し,痰,

咳等の臨床症状の改善,CRP,血 沈,白 血球数 の炎症症

状 および胸 部X線 が改善 したので有効 と判定 した。

症例323歳,女

微熱,黄 色痰,激 しい咳 嗽および胸 部X線 左下 脚野

の肺 炎陰影 は7432-S400mg7日 間投与 で,臨 床症状

は消失,血 沈の正常化お よび胸部X線 も改善 し有 効 と

判定 した。
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Table 1. Clinical summary

症例453歳,女,基 礎 疾患,気 管支拡 張症,胸 膜

炎

黄色疲 と激 しい咳漱お よび呼 吸困難で来院,胸 部X

線 で は肺 炎陰 影 と左肺 に胸 水 を認 あ た。7432-S400

mg21日 間投与で,胸 水 は消失 したが,臨 床所 見の改

善 はごく軽度であ ったため,や や有効 と判定 した。本例

の気管支拡張はびまん性で重症例であ るため,外 来治療

としては不適で あったと考え られ る。

症例568歳,男,基 礎疾 患,慢 性 気管支炎,慢 性

関節 リウマチ

微熱,黄 色疲お よび咳噺で来院,胸 部X線 で は右下

野 に肺 炎の陰影 を認 めた。7432-S400mgを14日 間投

与 したが,臨 床所 見等 の改善 はな く臨床効果は無効 と判

定 した。
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Table 2. Clinical efficacy of 7432-S

症例6 72歳,女,基 礎疾患,気 管支拡張症

38℃ の発熱,膿 性痰 多量,激 しい咳嗽 および胸部X

線では左右肺野の広範囲に肺炎陰影を認めた。7432-S

400mg4日 間投 与 したが,臨 床所 見等 に改善 な く,臨

床効果は無効 とした。

症例7, 8は 気管支拡張症の感染増悪症例であ る。

症例7 48歳,女,基 礎疾患,陳 旧性肺結核

激 し い 咳 嗽 と 粘 膿 性 痰 で 来 院,咳 痰 中 よ り

H. influenzaeが 検 出されたが,7432-S 400 mg 7日

間投与で,臨 床症状 は改善 し,菌 も消失 した。臨床効果

は有効,細 菌学的効 果は消失 と判定 した。

症例8 43歳,女

血性痰 を伴 う咳が増悪 し来院 した。7432-S 400 mg

14日 間投与 したが,自 覚症状不変,胸 部X線 はやや悪

化を示 したので,臨 床効果 は無効と判定 した。

症例9, 10は 慢性気管支炎症例 である。

症例9, 75歳,女

咳嗽の増強 および血性痰で来院,7432-S 400 mg 7

日間投与で臨床症状 および胸部X線 所見が改善 したの

で,臨 床効果は有効 と判定 した。

症例10, 74歳,男,基 礎疾 患,気 管 支喘息 黄 色膿

性痰,微 熱等で来院7432-S 400 mg 6日 間投与 したが,

臨床症状はほ とん ど改善 しなか った。無効 と判定 した。

III. 副作用並びに臨床検査値の成績

本剤 によると思われ る副作用 ならびに臨床検査値異常

は1例 も認め られなか った(Table 3)。

IV. 考 案

近年,呼 吸器感染症 をは じめ各種感染症の起 炎菌 は変

貌をきたし,グ ラム陰性桿菌によるものが増加 している。

こうした現状 か ら7432-Sは 塩 野義製 薬研究所 が グラ

ム陰性菌を主対象に して開発,ス クリーニ ング した新 ら

しい経 口用セフェム系抗生剤である。

7432-Sは 広範囲 のグラム陰性菌および一部 のグラム

陽性菌 に対 し抗菌 スペ ク トラムを有す る。Escherichia

coli, Klebsiella, Proteus, H. influenzaeに は極め て

強 い 抗 菌 力 を 持 ち, Enterobacter, Citrobacter,

Slerratia, Branhamella catarrhalisに 対す る抗 菌力

も強い。 しか しEnterococci, Staphylococci等 の グラ

ム陽性 菌 に はほ とん ど感受 性が な く,Pseudomonas

aerugimosaお よび嫌気性菌 に対す る抗菌力 も弱 いとい

う欠点を持 っている。吸収,分 布,代 謝,排 泄について

は7432-Sを 空腹時 に経 口投与後2.0～2.5時 間で用量

相関性 の最高血中濃度(Cmax)に 達 し,100mg,200

mg投 与で は4.13μg/ml, 8.48μg/mlを 示 し,血 中

濃度半減期(β 相)は それぞれ1.8,1.3時 間であった。

尿中回収率は投与後24時 間 までに投与量の67,6～74.1

%と 良好で あり,尿 中代謝物 と しては7432-Sの 異性

体7432-S-trans(抗 菌 活性 は7432-Sの 約1/8)

が7.2～9.2%認 め られた1)。

このよ うな特徴 を有す る7432-Sを 今 回私 どもは,

呼吸器感染症10例 に使用す る機会 を得 た。

急性肺炎6例 で は3例 が有効,1例 やや有効,2例 が

無効であ った。無効で あった2症 例の うち,症 例5は ほ

ぼ30年 間毎日煙草約60本 を喫い続 けた愛煙家で,慢 性

気 管支 炎 が基 礎 疾患 にあ り,肺 炎 に罹 患 したた め,

7432-Sを 投与 したが,肺 炎病巣の拡が り等よ り症 状は

中等症以上であって,経 口剤の外来治療症例 としては重

症す ぎたか もしれない。 また症例6は 陳旧性の気管支拡

張症例で今 日まで肺炎等を併発 し,し ば しば入 ・退院を

くりかえ しており,肺 炎病巣 は両肺野広範囲 に拡が り,

症状 も中等症以上で あったため,症 例5と 同様 に経口剤

の外来治療症例 と して は重症す ぎた と考 え られ る。

気管支拡張症 に伴 う感染増悪2例 では1例 が有効,1

例が無効であ った。 また慢性気管支炎2例 では1例 が有
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Table 3. Laboratory findings before and after administration of 7432-S

効,1例 が無効であ った。無効であ った症例8(気 管支

拡張症 の感染増悪)お よ び症例10(慢 性気管 支炎)は

それぞれ気道の器質的変化が進み,線 維化の進展のたあ

に7432-Sの 病 巣組 織 内濃 度が 上 昇 しに くい背 景 が

あ った ことが無効 であった一つの原因と考え られた。

原因菌について は口腔 より喀出 された喀痰を用いて検

索 したが,起 炎菌 と して同定で きたのは10症 例中,気

管支拡 張症の感 染増悪(症 例7)のH. influenzae 1

株のみであ った。7432-SのH. inflenzaeの 臨床分離

株 に対す るMIC80は0.1μg/mlで あ り1),本 剤の抗

菌 力を反映 して,本 症例は速やかに除菌 され,臨 床効果

も有効であ った。

7432-S投 与に よると思われ る副作用および臨床検査

値異常 は10例 中すべてに認め られ なか った。安全性の

高 い経 口用セ フェム剤 と考え られた。

以上の如 く,少 数例の使用経験であったが,呼 吸器感
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染症10例 に投与 し,有 効率 は50.0%で あ った。対象 と

なった疾患が比較的霊症度 の高い症例および難治性 の慢

性感染症が多かった ことが,経 ロセ フェム剤 としての有

効 率が 低 か った原 因 と考 え られ た。 しか し本 剤 は

K. pneumoniae, H. influenzae等 の グラム陰性 幽 に

対 し強い抗菌力を有す るので,グ ラム陰性菌が多 く検 出

され る慢性 呼吸器感染症には投与を試みるメ リットはあ

ると愚われる。

文 献

1) 第35回 日本化学 療法学会 西 日本支部紛会, 新

薬シ ンポジウム, 7432-S。 鹿児島, 1987

CLINICAL STUDY OF 7432-S IN RESPIRATORY 
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7432-S was administered in capsule form at 300•`400 mg two or three time a day (as a rule, 

400 mg twice daily) for 4-21 days to 10 paitients with respiratory infections: pneumonia (6 

cases), chronic bronchitis (2), and bronchiectasis with infection (2). The clinical response was 

good in 5, fair in 1 and poor in 4 cases (efficacy rate: 50.0%). 

Neither clinical side effects nor abnormal laboratory findings were observed during 

administration of this drug.


